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所属が主体的に取り組む健康増進活動の仕組み化とその効果 
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改善・取組

みの背景と

課題 

弊社は製造業であり、2026 年 3 月末現在の従業員数は約 41,000 名である。今回取り組みを紹介

する事業場は、従業員数約 2,400 名、約 60 所属（操業・保全・生産管理など）を有する製造事業場で

ある。従業員の 9 割以上が男性であり、平均年齢は 40 歳である。2011 年から従業員の健康増進を目

的に、健保の取り組みである健康力アップ活動(ウォーキングイベント等参加)を活用した所属ごとの活動を

実施してきた。また 2016 年企業グループ健康宣言が制定され、心身ともに長く健康で働ける人を増やす

という健康方針を掲げ、各事業場で健康増進活動を推進している。当事業場では、所属ごとに健康増

進活動を実施してきたが、所属ごとでみると以下の課題があった。 

● 会社および事業場の健康方針・目標と所属の健康活動との連動が十分ではない。 

● 所属ごとの健康課題が明確でなく、所属メンバーが自所属の課題として認識しにくい。 

● 所属ごとに健康増進活動への取り組みに濃淡があり、何を実施すればよいか分からない。 

● 行動変容のきっかけとなる健康イベントなどの資源が有効活用されていない。 

そこで本取組では、所属ごとの健康課題を明確化し、所属が主体的かつ継続的に健康づくりへ取り組

める仕組みの構築と健康イベントなどの資源活用を目的として活動を再構築した。また、所属における健

康増進活動の活性化と従業員の健康行動の促進を目指した。 

改善・取組

みの着眼点 

2020 年 3 月の「事業場における労働者の健康保持増進のための指針（THP 指針）」改正では、健康

障害リスクを有する労働者への個別支援に加え、事業場全体を対象としたポピュレーションアプローチによ

る健康づくりの重要性が示された。これを踏まえ本取り組みでは所属ごとで健康課題を産業保健職と共有

し、所属が主体的に健康増進活動を推進する仕組みづくりに着眼した。具体的には以下の 4 点である。  

1. 会社および事業場の健康宣言を軸とした活動を所属ごとの活動へ展開すること 

2. 所属ごとの健康課題を見える化すること 

3. 所属が取り組み内容を計画し、活動できる仕組みをつくること 

4. 参加促進のためインセンティブと広報施策を組み合わせること 

改善・取組

みの概要 

●健康課題の抽出と共有： 健診データ分析と所属長ヒアリングにより所属別健康課題を整理し、 

「喫煙」「肥満」「メンタルヘルス」を共通する重点課題として抽出し、設定した。 

●所属ごとの健康増進活動計画： 所属長を中心に各所属が年間活動計画を策定し、保健師支援 

のもと主体的に健康活動へ取り組む体制を構築した。 

●ネーミングによる認知向上： 健康増進活動を「健活スリーちば」と命名し、重点課題の明確化と認知向

上を図った(図１参照)。 

●健保アプリと健康増進イベントを活用した参加促進： 健康保険組合が提供するアプリを活用し、 

ウォーキングイベント等への参加促進を図った。また、健康方針に沿った活動やイベント参加に対して 

年間活動ポイントを付与し、所属対抗形式による表彰を実施した(図 2,図 3 参照)。 

●広報と好事例の横展開： 安全衛生委員会において健康づくりの方針周知や社内広報を活用するとと

もに、所属で実施した好事例を毎年、活動報告書にまとめて共有した（図 4 参照）。 
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 効  果 

●取り組みによるデータの変化。取り組み前後(前：2020 年→後：2024 年)で比較をした。 

➢ 健保アプリ登録率：36.8％→88.6％(参照：弊社全事業所 2024 年登録率平均 80.3%) 

➢ ウォーキングイベント参加率：27.1％→60.4％(参照：全社 2024 年参加率平均 38.6%) 

➢ 所属の自主的な健康増進活動： 1 所属(参加者 15 名)→19 所属(参加者 699 名) 

●認知度、現場の声 

➢ 2022 年度の所属長対象の調査では健康活動方針認知度は 9 割以上となった。 

➢ 取り組み後、「健康増進活動が体系的に推進され、所属の方針や取り組み内容が明確で理解

しやすい。」「毎年の健診データから所属の改善点が見えてわかりやすい。」等の声が聞かれた。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

本取組は、「健康づくりの方針の周知」「健康課題の見える化」「所属長の計画立案及び運営支援」

「活動結果フィードバック」というプロセスで構成されている。既存資源の有効活用と大規模な人的資源を

必要とせず、イベントへの参加率向上や所属が主体的に取り組む健康増進活動の定着に課題を有する

事業所において仕組み化できる方法であると考える。 

ポイントは以下である。 

  ●健康づくりの方針を周知し、健康増進活動の目的や意義を示すことで、各所属における主体的な健 

康増進活動を推進し、事業場全体で健康増進活動に積極的に取り組む風土の醸成につながる。 

●所属ごとの健康課題を見える化することで、自分ごととして所属の主体的な健康増進活動につな 

がる。 

●所属が健康増進活動計画を策定し、保健師が支援する仕組みにより継続的な活動を推進する。 

●健康増進活動のネーミング、ポイント制度、表彰を組み合わせることで健康イベントへの参加を促進 

でき、健康増進活動の活性化につながる。 
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図 1 ネーミングと仕組み 

図 3 ポイント制度 図 4 活動報告書と好事例 

図 2 イベント広報・参加率向上 


